
令和６年度 富山県ＰＴＡ連合会 委員会構成 
 
【総務委員会】＊特別委員会 （担当副会長２名、運営専務 1 名） 

〇委員長：会長指名、委員：各地区から１名を推薦、教師代表２名 

              ↳※各地区にて要望書に携わった経験者の方の選出を要望 

 ・県教育委員会、親子安全会、県小中校長会、県教職員組合等、関係機関の窓口並びに会務を担当 

 ・県への要望書の取りまとめと提出（担当委員への各種懇談会参加要請） 

 ・ワンチームとやま推進検討会議（対象案件会議のみ）にも参加し県全体での周知と共有 

 ・県への要望書の「提出時期」「効果性」の検証 

 

【会員大会実行委員会】＊特別委員会 (担当副会長２名、運営専務 1 名) 

 〇委員長：会長指名、委員：各ブロックから３名推薦 

 ・会員大会の企画・運営の総括を担当         

（ＷＥＢ対応への検討、教職員の参加増に向けた対応） 

（県教職員組合との連携の継続） 

（各種年次表彰式・研究指定ＰＴＡ発表・親子安全会主催の基調講演のサポート） 

 

【研修委員会】＊専門委員会  (担当副会長２名、運営専務１名)  

 〇委員長：会長指名、委員：各ブロックから２名推薦（富山ブロックは３名）、教師代表２名 

 ・新会長向け研修会 ※4 ブロック別に開催 既存事業に合わせた共催も検討（2 月） 

   （アドバイザー講師の推奨と派遣 PTA ってなあに？ 会長ハンドブックの利活用） 

 ・PTA ってなあに？ と 会長ハンドブック の見直し精査（更新時期に向けた検証） 

・会員大会での研究指定ＰＴＡ発表のサポートおよび東陸大会研究指定校の選定を担当 

 ・県Ｐ「講師一覧表」の修正及び管理運用の推進を担当 

 

【家庭教育／教育環境委員会】＊専門委員会  (担当副会長２名、運営専務１名) 

〇委員長：会長指名、委員：各ブロックから２名推薦（富山ブロックは３名）、教師代表２名 

・ＰＴＡの「家庭教育」の内容について再検討（「子どもたちは家庭で育て…」の意義） 

・今日的課題について議論し、政策提言並びに事業立案・実施。（11 月） 

・「親を学び伝えるプログラム」の意義の再確認。新たな開催方式などの検討・発信 

・三行詩コンクールを担当 

 ・各地区Ｐ、単Ｐへの活動支援となる情報の発信（通年 HP） 

・「こども 110 番の家」看板の運営管理の担当 

 

【広報委員会】＊専門委員会   (ブロック代表副会長 4 名) 

〇委員長：会長指名、委員：各地区から１名推薦、教師代表２名 

              ↳各地区にて広報に携わった経験者の方の選出を要望 

・県Ｐ連ＷＥＢの管理・運営 (日Ｐ・県Ｐからの情報発信、各地区からの情報収集・共有化) 

 ・県Ｐ広報紙、優秀広報紙集の発行、広報紙コンクールを担当（ＷＥＢ対応の検討） 

 ・各種外部（発信）資料の発行を担当（県Ｐ連ウェブアップ、テレビや新聞等メディア対応手法の確立） 

 ・広報担当者向けの勉強会の開催（3 月） 

  

【ワンチームとやま推進検討会議】 (担当副会長２名、ブロッ代表副会長４名／運営専務４名)   

 〇議長：会長指名（職務代行）、会議対象者：各地区長 14 名  ※女性代表を副議長とします。 

 ・各地区Ｐ相互の情報共有（各種活動、要望書案等）、課題解決へ向けた意見交換会の開催 

※既存の地区長懇談会を無くし 定期的（年 6 回程度）に意見交換の場を設ける 


